
９
月
８
日
告
示
、
１
５
日
開
会
の

予
定
で
９
月
定
例
市
議
会
が
始
ま
り

ま
す
。
８
月
に
は
市
長
選
挙
と
と
も

に
市
議
補
欠
選
挙
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
尾
花
氏
の
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
と
と
も
に
新
メ
ン
バ
ー
が
加

わ
る
議
会
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
市

議
団
は
６
人
全
員
が
質
問
に
立
つ
準

備
を
し
て
お
り
、
力
を
あ
わ
せ
て
が

ん
ば
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
視
聴
、
市
役
所
議
会
棟
で
の
傍
聴

な
ど
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
議
員
団
の
学

習
合
宿
、
今
年
も
８
月
２
２
日
～
２

３
日
に
加
太
の
青
少
年
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
外
部
か
ら

講
師
を
招
い
て
行
う
学
習
テ
ー
マ
は
、

今
回
は
「
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

き
ず
な
」
の
運
営
内
容
と
具
体
的
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
、
ま
た
こ
れ
か
ら
大
き

な
課
題
と
な
る
「
自
治
体
の
デ
ジ
タ

ル
化
」
に
つ
い
て
の
二
つ
で
す
。

「
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
１
９
９

７
年
か
ら
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
保

護
や
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
子
ど
も

や
家
庭
、
そ
し
て
特
定
妊
婦
と
い
う

出
産
前
か
ら
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る

妊
婦
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
、
和
歌
山
県
で
は
２
０
０
９
年

に
「
き
ず
な
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
で
は
最
も
遅
か
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に

は
国
家
資
格
を
持
っ
た
専
門
家
が
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
手
立
て
を
講
じ

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
ケ
ー
ス
で
は

虐
待
や
貧
困
、
不
登
校
や
引
き
こ
も

り
、
発
達
障
害
な
ど
複
雑
に
絡
み
合
っ

た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
の
こ
と

で
深
刻
さ
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。
市

町
村
や
児
童
相
談
所
、
学
校
、
保
育

所
と
の
連
携
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制
な
ど
、

抱
え
込
ま
ず
社
会
資
源
と
と
も
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
状
況
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
必

要
な
支
援
に
繋
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
た
今
回
の
テ
ー
マ
で
し

た
。

「
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
は
じ
め
、
自

治
体
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
国
が

一
括
管
理
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ

の
間
の
経
過
か
ら
始
ま
り
、
来
年
４

月
か
ら
国
が
法
律
を
作
り
個
人
情
報

を
一
元
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
そ
の

内
容
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
デ
ジ

タ
ル
化
は
、
手
間
を
か
け
ず
に
便
利

に
な
る
と
い
う
市
民
の
要
望
に
応
え

る
も
の
に
な
る
点
で
は
進
め
る
べ
き

で
す
が
、
単
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
で
は
済
ま
な
い
問
題
を
は
ら
ん
で

い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
私
た
ち

が
そ
の
内
容
を
よ
く
知
り
、
み
な
さ

ん
に
お
伝
え
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

議
会
で
も
議
論
を
通
じ
て
内
容
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

和歌山市議員団
TEL(435)1113
FAX(421)4181

2022年

９月号
森下さち子ニュース
ホームペ－ジ http://jcpwkym.sakura.ne.jp/giindan/morishita/

９ 月 に な

りましたが、

猛 暑 は 続 い

て い ま す 。

夜 に な る と

虫 の 声 が あ

ち こ ち か ら

聞 こ え て き

て、その時だけは秋を感じるこ

とができます。

コロナ感染も少し下火になりつ

つあると言っても、このまま第

８波に入るという予測も出てい

るらしく、当分の間予断を許さ

ない状況です。引き続き感染予

防対策とともに熱中症にも十分

お気を付けください。

夏の学習合宿に集まった森下市
議(右から３人目)ら和歌山市議団

９
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す

議
員
団

夏
の
学
習
合
宿



井辺・森下さち子事務所にて

9月13日(火) 13：30～
9月28日(水) 18：00～
10月13日(木) 13：30～
10月24日(月) 18：00～

◆事前予約をお願いします。

市役所議員団控室
森下さち子まで

☏ 435-1113

森下さち子ニュース ２０２２年 ９月号

「ピースロード」についての尾花市長への申し入れ

「ピースロード」についての尾花市長からの回答書

８
月
１
７
日
に
市
議
団
と
し
て
市
長
あ

て
に
「
旧
統
一
協
会
系
の
団
体
行
事
『
ピ
ー

ス
ロ
ー
ド
』
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。
文
書
回
答
は
２
３
日
に
届
き

ま
し
た
。
申
し
入
れ
と
回
答
は
次
の
通
り

で
す
。

市長への申し入れを手渡す森下市議

2022年8月17日
和歌山市長
尾花 正啓 様

日本共産党和歌山市会議員団

旧統一協会系の団体行事「ピースロード」についての申し入れ

安倍元首相が銃撃されたことに端を発し、世界平和統一家庭連
合（旧統一協会）と政治との癒着、その深い関係が次々と明らか
になっています。この団体がかかわる様々なイベントや講演会な
どに地方自治体が参加、関与することは、同会へのお墨付きを与
え、被害を拡大させることにつながる恐れがあり、不適切です。
2022年和歌山ピースロード呼びかけのユーチューブにおいて、

本市が表敬訪問を受けて副市長が挨拶している写真が掲載されて
います。これは、本市が積極的にこの行事に取り組んでいるかの
ように扱われています。この写真は、数年前のもののようですが、
日付の掲示もなく、あたかも現時点での写真であるかのように使
われています。今も、そのユーチューブが放映されていることは、
看過できません。社会的な影響を考慮して、熊本県、鹿児島県、
香川県などはピースロードへの名義後援を取り消したことが報道
されています。
この問題について下記のとおり申し入れます。回答については

文書にてお願いいたします。
記

１．旧統一協会系の団体の行事「ピースロード」によるサイクリ
ングイベントに本市がかかわった経緯、現時点での考え方に
ついて明らかにされたい。

２．ユーチューブ放映で使用されている、本市表敬訪問と副市長
挨拶の写真の使用中止を即刻申し入れ、その旨を公表された
い。

３．今後、このような事例に対しどう対処するのか、考え方を示
されたい。

以上

和 秘 第30号
令和4年（2022年）8月23日

日本共産党和歌山市会議員団 様
和歌山市長 尾 花 正 啓
（公 印 省 略）

2022年8月17日付け「旧統一教会系の団体行事「ピースロード」
についての申し入れ」について（回答）

表記の件について、次の通り回答します。
記

１．旧統一協会系の団体の行事「ピースロード」によるサイクリ
ングイベントに本市がかかわった経緯、現時点での考え方につ
いて明らかにされたい。
令和2年8月29日に当時の和歌山市副市長がサイクリングイベン

ト「ピースロード」の表敬訪問をお受けした経緯につきましては、
市として「ピースロード」を主催または関係する団体からの表敬
訪問にかかる事前の要請・要望は受理しておらず、長坂隆司和歌
山県議会議員からイベント開催時に和歌山市に立ち寄らせていた
だきたいとの依頼がありました。イベントの趣旨も鑑み、当時の
副市長が対応したものです。
なお、当時、このイベントが世界平和統一家庭連合（旧統一教

会）の関連団体が主催するイベントであるとの認識はありません
でした。

２．ユーチューブ放映で使用されている、本市表敬訪問と副市長
挨拶の写真の使用中止を即刻申し入れ、その旨を公表されたい。
今回の日本共産党和歌山市会議員団からの申し入れを受け、長

坂県議会議員に申し入れを行い、当該ユーチューブ動画について
は、既に削除されております。

３．今後、このような事例に対しどう対処するのか、考え方を示
されたい。
今後とも、市として参加する行事・イベントにつきましては、

公益性・公共性の観点からその是非を判断してまいります。


